
 

 
実際に農福連携で 

除草作業。栽培・管理

のノウハウも学べて 

互いのプラスに。 

いわき市市長・現場視察へ★ 

農福連携事業 

 「彩
いろど

り便り」vol.2 

 2021.7.吉日 福島県いわき市にて「ミライ型農業プロジェクト」本格始動！！ 

各メディアにも取り上げられ、新しい「農業」と「福祉」の関わりを提案しています 。 

①耕作放棄地の解消 ②地元雇用 ③農地再生 ④ SDGs の掲げる目的に力を注いでおります 

ここ、いわき市から広がる輪が沢山の方々の笑顔につながって「彩りある農福連携事業」へと 

発展していけますように、ご縁の和がさらに広がりますように、強く願っております。  

 

 

  

 

 

 

 

作業風景：彩の榊社長より榊についてレクチャー 

 
【編集後記】                   

実際に、農業と福祉の連携で動き出した、いわき市第一号の現場。 

市長も来場し、榊についてのレクチャーが行われました。農業のプロ

と福祉のプロが互いに力を合わせて向かう本格的な営農ミライ型の

モデルになっています。              彩の榊：担当者 

これから広がるご縁に感謝して今からとても楽しみです    

【農福連携事業：作業内容】 

 

①現場の安全確認（体調確認） 

②本日の作業内容確認 

（除草箇所） 

③本日の作業時間確認 

 （１時間〜２時間） 

④道具の確認 

 （道具は各自で持参） 

⑤片付け 

 （雑草のゴミ廃棄場所へ） 

⑥日報を記入し解散 

〜次回の確認をして終了〜 

 

 
位置図 


